
１ 募集人数 １８名(尾張地区:８名、海部地区:１名、知多地区：２名、西三河地区：４名、東三河地区：３名)  

２ 募集対象 ・ 教育・福祉・心理関係の仕事を目指している２７歳以下の大学（大学院も含む）在学中又は卒業した方 

       ・ 平日の午前９時から午後４時まで（月数回・１回２時間程度）の間に活動することが可能な方 

         ※活動時間は、あくまでも目安です。 

３ 募集期間  令和６年３月４日（月）から４月１９日（金）まで 

４ 応募手続  募集期間内に、応募に必要な書類を提出してください。 

５ 提出書類   「登録申込書・志望動機や自己ＰＲ（両面印刷）」  

 

 ・ 「登録申込書」等は、愛知県教育委員会あいちの学び推進課で配布しています。 

 ・ 愛知県教育委員会あいちの学び推進課のホームページからもダウンロードできます。 → 

   https://www.pref.aichi.jp/site/kateikyouiku2/katei-homefriend.html 

 

６ 提出方法  愛知県西庁舎９階あいちの学び推進課に持参又は郵送（４月１９日必着）してください。 

（※ファックス、メールも可）  

                 

 〒460-8534 名古屋市中区三の丸3-1-2  

 愛知県教育委員会あいちの学び推進課 家庭教育・地域連携推進グループ 

 電 話 ０５２－９５４－６７８０  ファックス ０５２－９５４－６９６２ 

 電子メール aichi-manabi@pref.aichi.lg.jp（メールの件名：「ホームフレンド応募」について） 

 

８ その他 

・ ４月２８日（日）午前１０時から、４月３０日（火）午後５時から集団面接を行い、登録候補者を決定し

ます。※決定通知は５月１５日（水）頃発送します。             

・ 第１回ホームフレンド研修会（５月２６日（日）午前１０時～午前１１時３０分）に 

参加した後、正式登録となります。研修会当日に都合の悪い場合は連絡してください。 

   ・  ホームフレンドの活動に必要な交通費は支給されます。 

 

令和６年度 募集案内 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 提出先・問合せ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育・福祉・心理関係の仕事を目指している学生の皆さん！ 

愛知県教育委員会
あいちの学び推進課 

に参加しませんか 

Ｑ ホームフレンド活動って何？ 

Ａ 不登校児童生徒の話し相手、 遊び相手となり、 児童生徒の心を開くことを目的 

 としたボランティア活動です。 県内６か所の教育事務所・支所に配置されている 

 家庭教育コーディネーター（教員OB）とともに、 します。 

 
Ｑ 活動期間は？ 

Ａ 本年度採用の方は、令和６年５月下旬から令和７年３月までです。（次年度以降の継続登録も可能）

たくさんの応募をお待ちしています。 

※裏面では「ホームフレンド経験者の声」を紹介しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームフレンド経験者の声 
 

 子供が前向きになる姿を見ることができて、とても嬉し

かったです。自分の力がどれ程までに及んでいるかは分か

りません。それでも子供の人生に関わることができた、前

向きになる成長の瞬間に出逢うことができた、このような

経験はホームフレンド活動だからこそ得られたものです。

これからの教員生活に生かしていきたいと思います。 

 

 研修会では、他のホームフレンドの活動や意見を聞く

ことで、自分の活動を見つめ直したり、新たな発見をし

たりと毎回大変充実した研修会でした。 

 たくさんの子供たちと関わる中で、些細な変化に気づくこと

ができた１年でした。その変化に立ち会えたことを嬉しく思い

ます。また家庭からも｢ホームフレンドさんがいるから｣という

お褒めの言葉をいただくことも多く、少しは子供たちの支えに

なれたと思っています。 

 授業やアルバイトの予定と合わせて活動日を決められ

たので、無理なく活動を続けられました。子供との関わ

りの中で、難しいと感じることもありますが、心を開い

てくれる瞬間があると、私自身の自信に繋がります。 

 とても楽しく活動できました。子供たちの笑顔はもちろん

のこと、家庭教育コーディネーターの先生や、研修会で交流

するホームフレンドの仲間の支えがあって、これだけ楽しく

活動できたのだと思います。 


